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●国保運営の都道府県化

都道府県

市町村

【平成29年度まで】 【平成30年度以降】

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村が個別に運営 都道府県が財政運営責任を担うなど中心的役割

国保運営方針
（県内の統一的方針）

納付金

交付金

きめ細かい事業を引き続き担う

市町村ごとの納付金、標準保険料率等の決定など

（保険料の賦課徴収・資格管理・給付・保健事業など）
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●都道府県化後の財政の仕組み
【29年度まで】市町村

保険給付費

【30年度以降】都道府県

後期支援金
介護
納付金

保険料 前期交付金等 国県支出金繰入金
歳
入

歳
出

歳
入

歳
出 保険給付費等交付金 後期支援金

介護
納付金

前期交付金等 国県支出金国保事業費納付金

【30年度以降】市町村

保険給付費

保険料 繰入金
歳
入

歳
出 国保事業費納付金

県支出金（保険給付費等交付金）
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前年度対比 （単位：百万円）

歳 入 歳 出

29年度 30年度 29年度 30年度

国民健康保険料 3,196 3,089 総務費 238 235

国庫支出金 2,924 1 保険給付費 9,390 9,377

前期高齢者交付金 4,474 国保事業費納付金 3,639

県支出金 756 9,569 後期高齢者支援金 1,871

共同事業交付金 3,267 介護納付金 686

繰入金 941 815 共同事業拠出金 3,231 0

その他の収入 272 242 保健事業費 123 130

その他の支出 81 195

計 15,830 13,755 計 15,620 13,576

国保の都道府県化に伴い、科目構成が変化しています。
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○平成30年度決算 歳入

保険料

22.5%

県支出金

69.6%

繰入金

5.9%

その他

2.0%

歳入総額 約137.6億円

保険料

県支出金

繰入金

その他

約30.9億円

約95.7億円

約8.2億円
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○平成30年度決算 歳出

総務費

1.7%

保険給付費

69.1%

国民健康保険

事業費納付金

26.8%

保健事業費

1.0%

その他

1.4%

歳出総額 約135.8億円

総務費

保険給付費

国民健康保険事業費納付金

保健事業費

その他約36.4億円

約93.8億円
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○被保険者数等の推移

37,613

36,138

34,011

32,042

30,738

22.6%

21.3%

19.8%

18.6%
17.7%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

25.0%

27.0%

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

被保険者数

加入率

被保険者数（単位：人）

※被保険者数は、各年度末現在の被保険者数
※加入率は、各年度末現在の被保険者数を各年度末住民基本台帳人口で除したもの

加入率

4年間で18.3%減
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○保険給付費の推移

9,749,139
10,026,055

9,645,272
9,389,879 9,377,203

8,000,000

9,000,000

10,000,000

11,000,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

（単位：千円）

4年間で約4億円、3.8%減
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○保険料の推移

2,367,674
2,267,337 2,190,601 2,142,339 2,074,422

846,077
817,731

797,394
783,826

754,225

311,496

306,539
291,677

269,999
260,526

3,525,247

3,391,607
3,279,672

3,196,164
3,089,173

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

介護分

支援金分

医療分

（単位：千円）

4年間で約4億円、12.4%減

保険料改定保険料改定
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1人あたり医療費
（単位：円）

306,970 

323,925 

326,177 

338,015 

353,812 

63,753 62,405 62,472 
64,723 

65,728 

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

280,000

300,000

320,000

340,000

360,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

医療費

保険料

1人あたり保険料
（単位：円）

4年間で15.3%増

4年間で3.1%増

1人あたり医療費と保険料(医療分)の推移

○1人あたり医療費と保険料(医療分)の推移

保険料改定

※1人あたり医療費は、総医療費を平均被保険者数で除したもの
※1人あたり保険料(医療分)は、現年度分の保険料賦課額を平均被保険者数で除したもの
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○国保への財政支援の拡充(国の公費拡充)

＜平成27年度から実施＞ 約1,700億円
・低所得者対策の強化
低所得者数に応じた自治体への財政支援を拡充

国保の財政運営を都道府県単位化する国保改革とあわせ、
約3,400億円の財政支援の拡充が行われた。

＜平成30年度から実施＞ 約1,700億円
・財政調整機能の強化 約800億円
精神疾患や子どもの被保険者数など自治体の責めによらない要因への対応

・保険者努力支援制度 約840億円
医療費の適正化に向けた取組等に対する支援

・財政リスクの分散・軽減方策 約60億円
高額医療費への対応
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○千葉県国民健康保険運営方針

保険料負担の激変緩和

○平成30年度からの
国保事業費納付金制度の導入等に伴い、

保険料負担が急激に増加することのないよう、

当面、令和5年度までの6年間、
県繰入金、財政安定化基金の特例分及び
国の調整交付金における暫定措置を活用し、

一定の基準を設けて激変緩和措置を講じる。



96,395
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28年度

理論値

30年度

激変緩和前

30年度

激変緩和後
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○激変緩和の状況（平成30年度）
（単位：円）

13.0％増加
激変緩和

2.7％増加

108,895

99,044

※理論値は、法定外繰入等による保険料引き下げの要因がないと仮定したもの。
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○赤字補てん繰入金の推移

240,000

530,000

410,000

120,000

41,934

38,033
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36,092
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その他繰入金

（単位：千円）

国の公費拡充や
激変緩和措置
などにより、

その他繰入金が皆減
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○国保財政の今後の見通し

（単位：円）

１人あたりの標準保険料
（必要となる1人あたり保険料の目安）

※納付金の将来推計（H30.12県作成）を基にした試算であり、今後大きく変わる可能性があります。

1人あたり医療費の増加
等により保険料負担増
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・ジェネリック医薬品の普及促進

保険料収納率の向上

・保健事業の実施

医療費の適正化

・納付相談の実施
・債権管理の徹底

保険料の見直しが必要

都道府県化の影響

1人あたり医療費の増加

標準保険料率などを参考に
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